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第５章 健康安全・給食指導

１ 体力の向上

体力の向上は、生涯にわたって運動やスポーツに親しむことができる、心身ともに健康な

幼児児童生徒を育てることを目的としています。富山県では、各学校（園）が体力の向上と

健康の保持増進を目指して作成する「元気っ子育成計画」等に沿って実施されます。

(1) 定期的な運動の機会

保育や体育科・保健体育科の時間を核に、体育的行事、遊びの時間、業間・放課後の運動

（遊び）、運動部活動等との関連を図り、定期的な運動の機会を設定します。

(2) 家庭や地域との連携

家族でスポーツに親しんだり、運動（遊び）に関する地域の行事に参加したりするなど、

家庭や地域と連携した環境づくりを推進します。

２ 学校保健
学校保健は、保健教育と保健管理を適切に実施し、児童生徒の心身の健康を保持増進させ

る活動です。保健教育は、体育科・保健体育科、家庭科・技術家庭科及び特別活動の時間は

もとより、各教科、道徳科及び総合的な学習の時間等、教育活動全体を通して組織的・計画

的に行うものです。保健管理は、学校保健安全法に基づいて各学校で策定した「学校保健計

画」等に沿って実施するものです。

(1) 保健教育

特別活動(保健に関する指導) 体育科、保健体育科 総合的な学習の時間

目標・性格 日常の生活における健康問題につ 健康を保持増進するための基礎 自他の健康な生活の向上や、
いて自己決定し、対処できる能力や 的・基本的事項の理解を通して、 活力ある社会の構築に主体的、
態度の育成、習慣化を図る 思考力、判断力、意志決定や行動 創造的に取り組む資質や能力の

選択等の実践力の育成を図る 育成を図る

内 容 各学校の児童生徒が当面してい 学習指導要領に示された教科と 日常生活や学習経験等により
る、または近い将来に当面するであ しての一般的で基本的な心身の健 興味・関心をもった健康に関す
ろう健康に関する内容 康に関する内容 る内容

指導の機会 特別活動の学級活動、ホームルー 体育科、保健体育科及び関連す 学校で定めた総合的な学習の
ム活動を中心とした教育活動全体 る教科 時間を活用

進 め 方 実態に応じた時間数を定め、計画 年間指導計画に基づき、実践的 体験的、課題解決的な学習を
的、継続的に実践意欲を喚起しなが な理解が図られるよう課題解決 積極的に取り入れ、人や物との
ら行う 的、体験的な学習を展開する 主体的な関わりを通して課題解

決に取り組む

対 象 集団（学級、学年、全校） 集団（学級、学年） 集団（課題別グループ等）ま
たは個人

指 導 者 学級担任、養護教諭、栄養教諭、 学級担任、教科担当、養護教 学級担任、教科担当、養護教
学校栄養職員等 諭、栄養教諭、学校栄養職員等 諭、栄養教諭、学校栄養職員、

地域の専門家等

(2) 保健管理

主な内容には次のようなものがあります。

・心身の管理 ……… 健康診断、救急処置、健康観察、健康相談、疾病・感染症の予防等
・生活の管理 ……… 学校生活の管理、健康生活への支援
・学校環境の管理 … 学校環境の衛生的管理、環境美化

ここでは、特に学級担任が関わる保健活動として二つのことについて説明します。

ア 健康診断

定期健康診断は、学校保健安全法に基づき、学校行事として全教職員及び学校医等によ

り実施されるものです。実施に際しては、次のことに留意する必要があります。

第５章 健康安全・給食指導



- 50 -

第５章 健康安全・給食指導

(ｱ) 児童生徒には健康診断の意義や方法等について事前指導を行う。

(ｲ) 教職員や児童生徒に対し検査や測定の方法を周知し、正確に実施できるようにする。

(ｳ) 学級担任は学校医等の行う診断に立ち会い、補助や管理に当たるとともに、学級の児

童生徒の健康状態を把握し、全ての教育活動において配慮するように努める。

(ｴ) 健康診断の結果、心身に疾病又は異常が認められず、健康と認められる児童生徒につ

いても、事後措置として健康診断の結果を通知し、当該児童生徒等の健康の保持増進に

役立てる。また、健康診断の結果は21日以内（学校保健安全法施行規則第９条）に児童

生徒及びその保護者へ通知し、疾病の治療促進や健康な生活への支援を行う。その際、

健康に関する情報は個人情報であるため、その扱いは慎重に行う。

イ 健康観察

学級担任をはじめ教職員が行う健康観察は、学校における教育活動を円滑に進めるため

の重要な活動です。児童生徒は、自分の気持ちを言葉でうまく表現できないことが多く、

心の問題が顔の表情や行動に表れたり、頭痛・腹痛等の身体症状となって現れたりするこ

とが多いため、きめ細かな観察が必要です。

(ｱ) 健康観察の目的

① 児童生徒の心身の健康問題を早期に発見し、早期対応につなげる。

② 感染症や食中毒等の集団発生状況を把握し、感染の拡大防止や予防を図る。

③ 継続的な実施によって、児童生徒に自他の健康に興味・関心をもたせ、自己管理能

力の育成を図る。

(ｲ) 健康観察の実施から事後措置までの流れ

３ 学校給食

学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達と、その普及充実及び学校における食育の推進

を図ることを目的としています。さらに、適切な栄養の摂取による健康の保持増進や健全な

食生活を営む判断力、社交性や協同の精神、生命及び自然を尊重する精神、環境の保全に寄

与する態度及び勤労を重んずる態度を養うことや我が国や各地域の優れた伝統的な食文化、

食料の生産、流通及び消費についての理解を深めることを目標に、学校給食法等に基づいて

行われています。

学校給食は、食に関する指導を進める上で極めて有効な教材です。学校給食を「生きた教

材」として活用しつつ、食に関する指導の全体計画を作成し、教育活動全体を通して計画的、

組織的な指導を行います。指導に当たっては、指導体制を整備し、全教職員が連携・協力す

るとともに、栄養教諭・学校栄養職員や養護教諭等の専門性を生かした指導を計画的に位置

付けます。

(1) 給食の時間に行われる食に関する指導
『食に関する指導の手引き－第二次改訂版－ 文部科学省（平成31年３月）』では、給食

の時間に行われる指導の内容を次のように示しています。

朝の健康観察 ＜学級担任＞
【観察】表情･声･顔色 【確認】みる･きく 欠席者、遅刻者の把握

異常が見られない 体調不良やけが等

全教育活動における健康観察 ＜全教職員＞ 保健室 ＜養護教諭＞
欠席者の把握、教育活動中の健康観察(体調 ･精 救急処置、健康相談、保健指導、学級担任等
神状態等)、教室復帰後の経過の健康観察 への連絡、朝の健康観察結果の集計・分析

校長等教職員への報告・連絡 保護者への連絡 医療機関等への受診

家 庭 にお け る
校内委員会(教育相談部会等) 保護者、教育委員会、保健所、児童相談所等への連絡 その後の様子

「教職員のための子どもの健康観察の方法と問題への対応」（文部科学省 平成21年3月）より
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ア 給食指導

「給食指導」は、給食の準備から片付けまでの一連の指導の中で、正しい手洗い、配膳

方法、食器の並べ方、箸の使い方、食事のマナー等を体得させる場面です。日々の指導は

学級担任が主に担いますが、運営や指導方法については栄養教諭と連携し、学校全体で統

一した取組を行うことが必要です。

給食の時間の共同作業を通して責任感や連帯感を養うとともに、学校給食に携わる人々

への感謝の気持ち等、豊かな心を育み、好ましい人間関係を育てる時間となります。

イ 食に関する指導

「食に関する指導」は、学校給食の献立を通じて、食品の産地や栄養的な特徴を学習さ

せたり、教科等で取り上げられた食品や学習内容を確認したりするなど、献立を教材とし

て用いた指導を行う場面となります。指導事例としては、以下のようなものがあります。

・食品の生産、流通、消費について

・食品の種類や特徴について

・栄養のバランスのとれた食事について

ほかにも、季節や地域の行事にちなんだ行事食を提供するなど、食事という実体験を通し

て食に関する知識理解、関心を深めることができます。

※富山県では、「学校給食とやまの日」等における地場産食材を積極的に活用した献立を

通して、自然の恵みや生産、食事づくりに携わる人々に感謝する心をもつことができる

ようにしています。

給食の時間における食に関する指導を充実していくためには、年度当初に給食の時間の指

導等について学級活動の授業時間を確保するなど、計画的に行うことが大切です。

また、児童生徒による委員会活動と連動させることも、指導の効果を高めることにつなが

ります。

(2) 各教科等における食に関する指導
学習指導要領では、「特に、学校における食育の推進…に関する指導については、体育科、

家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時

間などにおいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めること」となっています。な

お、各教科（社会、理科、生活、家庭、技術･家庭、体育、保健体育）、道徳、総合的な学

習の時間、特別活動、自立活動には、食に関する指導と直接つながる学習内容が記述されて

います。

(3) 個に応じた指導
食物アレルギー、肥満傾向、痩身願望等、専門的な立場から個別的な指導を必要とする場

合には、学級担任、栄養教諭・学校栄養職員、養護教諭、学校医、担当医、保護者等の連携

の下、一人一人の食生活の実態を把握した上で個に応じた対応や相談指導を行うことが大切

です。

４ 学校安全

(1) 学校安全の意義

学校は、児童生徒が集い、人と人との触れ合いにより、人格の形成がなされる場であり、

「生きる力」を育む学校という場において、児童生徒が生き生きと活動し、安全に学べる場

でなくてはなりません。また、児童生徒は守られるべき対象であるだけでなく、学校教育活

動全体を通じて、児童生徒が自らの安全を確保することのできる基礎的な資質・能力を継続

的に育成していくことが求められます。

学校安全の領域としては、「生活安全」「交通安全」「災害安全」の三つが挙げられます。

加えて、近年は、スマートフォンやＳＮＳの普及等、児童生徒を取り巻く環境の変化や学

校を標的とした新たな危機事象も懸念されており、時代や社会の変化に伴って、学校安全の

在り方を柔軟に見直していかなければなりません。

① 生活安全：日常生活で起こる事件・事故、誘拐や傷害等の犯罪被害防止
② 交通安全：様々な交通場面における危険と安全、事故防止
③ 災害安全：地震･津波災害、火山災害、風水(雪)害等の自然災害、火災や原子力災害
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(2) 学校安全の取組

ア 安全教育

日常生活全般における安全確保のために必要な事項を実践的に理解し、自他の生命尊

重を基盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎を培うとともに、進んで安全で安

心な社会づくりに参加し貢献できるような資質・能力の育成を目指します。

① 生活安全に関する内容

日常生活で起こる事件・事故の内容や発生原因、結果と安全確保の方法について理

解し、安全に行動ができるようにする。

② 交通安全に関する内容

様々な交通場面における危険について理解し、安全な歩行、自転車・二輪車(自動二

輪車及び原動機付自転車) 等の利用ができるようにする。

③ 災害安全に関する内容

様々な災害発生時における危険について理解し、正しい備えと適切な判断ができ、

行動がとれるようにする。

イ 安全管理

学校における安全管理は、児童生徒の安全を確保するための環境を整えること、すな

わち、事故の要因となる学校環境や児童生徒の学校生活における行動等の危険を早期に

発見し、それらの危険を速やかに除去するとともに、万が一、事故等が発生した場合に、

適切な応急手当や安全措置ができるような体制を確立して、児童生徒の安全の確保を図

るようにすることです。
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① 学校環境の安全管理

事故等の未然防止のため、校舎内外の施設・設備を点検し、危険を事前に発見すると

ともに、それらの危険の除去等の改善措置を講じなければなりません。そのためにも、

定期的な安全点検は、組織的かつ計画的に行われる必要があります。

② 学校生活の安全管理

休み時間、各教科等の学習時、クラブ活動等、学校行事、その他学校における全て

の教育活動を対象として、主に児童生徒の行動により生じる危険を早期に発見し、事

故を未然に防止します。事故の発生状況を把握し、児童生徒の多様な行動等の実態を

踏まえ、児童生徒の行動や活動場所等について適切なルールを設けることが大切です。

③ 通学の安全管理

児童生徒の通学時における安全の確保を目的とし、安全な通学路の設定、通学路に

よる登下校の徹底、定期的な通学路の点検、危険箇所・要注意箇所の周知・対策等を

行わなければなりません。通学手段が多岐にわたる場合は、交通手段の特性を考慮し

た安全管理が求められます。また、交通安全の観点だけでなく、誘拐や傷害等の犯罪

被害防止という生活安全の観点や災害発生時の災害安全の観点からも対策が必要です。

ウ 組織活動

学校安全の取組を効果的に進めていくためには、全ての教職員が学校安全に関する資

質・能力を身に付け、学校安全計画や危機管理マニュアル等に基づいて組織的な取組を

行っていく必要があります。また、学校と家庭、地域の関係機関・団体等及び学校相互

の連携や情報交換を密にし、地域ぐるみで安全を守り、安心して学校生活が送れるよう

な環境を整えていかなければなりません。

参考資料「学校安全資料『生きる力』をはぐくむ学校での安全教育」文部科学省 平成31年3月

５ 危機への対応

(1) 学校における危機管理

学校で起こる危機的な問題は極めて多様ですが、典型的なケースとして、「学校生活上の

事故」「学校保健に関する事故」「災害による事故」「学校施設に関する事故」「教職員を

めぐる事故」「保護者・地域社会とのトラブル」等が挙げられます。

こうした様々な危機に対処するために、学校(教職員)としては、以下のことが大切です。

ア 危機的な状況が起きる可能性を予知すること。

イ 危機が起きる可能性を予知したら、それを回避するための万全の努力をすること。

ウ 最大限に予知する努力を払い、回避する措置をとっても危機の発生を避けることができ

なかったときには、危機への最善の対処をすること。

エ 再び同じような危機が起こらないように、再発防止の手段を講じておくこと。

学校には、児童生徒の安全を確保する義務があります。普段から教職員全員の意識の高揚

を図り、危機に対する的確な対応ができるよう、管理職をはじめ教職員全員で危機管理に取

り組む体制づくりが大切です。

○危機管理の「さしすせそ」

さ…『最悪』の事態を想定し さ…最初の対応を慎重に行う。
し…『慎重』に し…指示系統をはっきりさせる。
す…『素早く』 す…推測で動かず、正確な情報を得る。
せ…『誠意』をもって せ…戦略と戦術にたける。
そ…『組織』で対応する そ…組織の役割分担を明確にする。

(2) 学級担任としての危機管理

学級担任は、児童生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、危機の予防・対応及

び事後対応について理解しておく必要があります。

ア 危機の予防

教職員全体が危機意識をもつことで、「危機管理」という発想が生まれます。そして､

その意識の度合いによって対応が大きく異なります。学級担任は、次の点に留意して危機

の予防に努めることが大切です。

実
際
の
行
動

心

構

え
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(ｱ) 危機管理意識の高揚
① 職員・学年会議等を通じて、また日常的な教職員同士の情報交換を通して、児童生徒の安全確保に関する共通理
解を図る。

② 各学校で作成されている学校事故を想定した「危機管理マニュアル」等について熟知し、教職員の役割分担や責
任を明確にするなど、日頃から危機管理の意識をもつ。

③ 人権意識、情報管理に対する意識等を高め、児童生徒理解に努める。
(ｲ) 始業時や放課後、休み時間中における安全確保
① 担任する教室の児童生徒の状況を把握するとともに、教室及び廊下の環境整備に努める。（特に児童生徒の心身
の健康状態、備品の破損等の把握）

(ｳ) 登下校時における安全確保
① 定められた通学路を通って登下校することを指導する。
② 登下校の際に注意すべき箇所を予め把握し、注意を喚起する。
（犯罪機会論に基づく「地域安全マップ」等を作成し、巡視等に活用する。）

③ 緊急事態に備え､｢こども110番の家｣等、緊急避難できる場所を児童生徒に周知徹底する。
④ 犯罪被害に遭わないための行動の仕方について指導する。
(ｴ) 授業中における安全確保
① 各教材・教具や器具・用具等の点検、使用教室や施設・設備の安全点検、予想される事故と防止のためのチェッ
クリスト作成等をこまめに行う。

② 特に理科、保健体育、図工、美術、家庭、技術・家庭等、実験や実習・実技を伴う教科の授業において、過去に
起こった事故や予想される事故を検討し、児童生徒の安全確保に万全を期して指導する。

(ｵ) 校外学習等における安全確保
① 教科や総合的な学習の時間、特別活動（遠足・行事等）において、校外で学習を行う場合は、事前に綿密な計画
を立てるとともに、現地の安全を十分に確認する。（事前の下見等を通して危険箇所を把握し、児童生徒に対す
る安全指導を徹底する。可能であれば、保護者や地域の方の協力を要請する。）

② クラブ活動や部活動においては、児童生徒の健康、能力、活動場所や用具・器具等の安全に十分配慮し、計画的
に指導する。

(ｶ) 家庭との連携
① 日頃から保護者との連携を密にし、保護者の学校や担任、わが子への思いや考え等の理解に努め、信頼関係を深
めておく。特に、家庭への連絡、学級通信、懇談会等の機会においては、保護者と情報や意見を交換するよう工
夫し、学校から保護者への一方的な連絡や依頼に終始しないように配慮する。

(ｷ) 安全教育の徹底
① 児童生徒自らが進んで安全を守る習慣を身に付けるよう、教育活動のあらゆる場面を通して指導する。
② 児童生徒に対し、生命の尊重、他者へのいたわり、自己管理能力等の育成を図る。

イ 危機への対応

学校で発生する事故やトラブルには様々なものがありますが、事故等が発生した場合に

は、児童生徒の生命の安全を第一義として、学級担任として次の点に留意して、落ち着い

た行動を心がけることが大切です。

① まず事実をよく見極め、冷静かつ慎重に対処する。
② 自分だけの判断でことを運ばず、学校の定められた危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に従って行動
し、管理職及び関係教職員に迅速に連絡や報告を行い、管理職の指示に基づいて適切な措置をとる。（その場で、
臨機応変の対応が求められる場合は、「緊急にしなければならないことは何か」「指示を受け協同して行う必要が
あるものは何か」ということを的確に判断する。）

③ 管理職への連絡や報告は、私見や私情をはさまず、事実を正確に伝える。
④ いかなる場合においても、常に児童生徒の生命や安全を最優先して行動する。
⑤ 小さな事故やトラブルであっても、誠実かつ的確に対応し、大きな問題に発展しないように気を付ける。

ウ 危機の事後対応

一旦危機が去った後も、事故等の再発や更なる悪化を防ぐため、次のような事後の対応

が必要となります。

① 今後の対策の貴重な資料とするため、事故の状況、事故への対応等を客観的に記録した事故報告書等を作成し、学
校及び関係機関へ提出する。

② 指導計画や児童生徒理解、学級担任としての対応が適切であったか、冷静に振り返り、教職員としての自己の在り
方を見つめ直す。

③ 事故に遭った児童生徒、学級全体の児童生徒への指導及び心のケアに努め、必要に応じて、学年、学校、保護者や
専門家・専門機関等への協力を要請する。

また、学校全体としても以下の対応が必要です。

④ 学校としての説明責任を果たすため、保護者に対し、事故の経過及び学校としての対応について説明し、学校への
理解と協力を求める。

⑤ 事故の原因や背景、対応の適否について分析し、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）を見直す。
⑥ 教職員の意識改革に努め、再発防止に向けた取組を学校全体として行っていく。
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